









































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壁　　　　　　　　　　　　　　　　　’ala　al－．　haa？i．　t貼った ポスター 　斜めに 　～の上25．la． saqa al－？i’lan　maa？ilan
　　壁にポスターをナナメに貼った。
　　　切る　そのケーキ　斜めに
26．qa．　ta’a　al・ka’ka　bi－may1
　　ケーキをナナメに切った。
　しかし、「～横切る、～歩く」のような移動を表わす動詞と共起できず、例文
27でも見られるようにその場合は「右（左）の方に向かって～」という表現の
方が自然に思える。以上の例文22～24の解説でも分かるようにrmaala」は、
基本的に「あるべき状態、踏むべき道や方向からずれる」という意味を表わして
おり、次の例文27の場合は、まっすぐに（一直線に歩いて）渡らなければいけ
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第2章・4節5）
ない必要はないため、この例文には適切とは言えない。また、上記25、26でも
見たように、「斜めに切る、斜あに貼る」という言い方はできるが、「斜あに歩く、
斜めに横切る」という言い方は不自然だということを考えると、「移動」を表わ
す動詞と結びっかないと考えられる。
　　　横切る　　広場　　　～に向かって　～方に　　　右　　　　　　左
　27．’abara　al－maydan　mutajihan？ila　a1－yamyn（a1－yasar）
　　　広場をナナメに横切る。（右・左の方に向かって広場を横切った。）
4．　まとめ
　以上、日本語の「タテ・ヨコ・ナナメ」に対応するアラビア語の語群の分析を
試みたが、その分析によって得た結果は、次の要点に纏められる。
　まず、「タテ・ヨコ・ナナメ」に限らず、アラビア語の場合は、副詞・形容
詞・場所名詞など、品詞の意味分析の際、元になる動詞の基本的な意味の影響が
大きいと言える。例えば、「ヨコ」の対応語としてあがった「？ufuqyと’ar．　dy」
の違いは、それぞれの元になる動詞や他の派生語から分析して、「？ufuqy」は、
他より優れたもの、地平線などのような全体の把握が不可能なものを表わし、そ
して、「’ar．　dy」は、横に広がるもの、幅などのような全体の把握が不可能では
ないものを表わしていることが明らかになったと思われる。
　また、2．で上げた「（A）ra？sy　co？ufuqy」は、「方向の上から下まで、も
しくは、右から左までの相対的な認識4）」を表わす。そして、「（B）．tuwly　⇔
’ar．　dy」は、「方向の上の端から下の端まで、もしくは、右の端から左の端まで
の全体的な認識」を表わす。言い換えれば、（A）グループの場合は、上下や左
右の方向を表わすのに対して、（B）グループは、上下・左右の方向とその終始
点を把握、もしくは、把握可能なものを表わすと考えられる。
　そして、日本語の場合は、「ヨコ」が「方向・位置」の両方の用法があるが、
アラビア語の場合は、「方向表現」と「位置表現」が別物であり、「方向」を表わ
す「ヨコ」に対応するアラビア語の語群には「位置」を表わす用法はない。
　一方、「ヨコ」に対応するアラビア語の「？ufuqy」は、例文でもみたように
「視野、知識」という意味転用が見られるが、そのような用法は日本語には見ら
れない。
　注
1）　「形」は品詞「形容詞」の略語である。なお、本稿で、アラビア語の「形容詞」は
　「単数・男性」の基本形、「動詞」は「男性・三人称・単数・能動・完了」の基本形であ
　げる。
2）例文3と4など、「形容詞」の語尾に「an」が付くものは、その形容詞の副詞形を表
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アラビア語の方向（・位置）表現
　わす。
3）「直角」に対応しているアラビア語の単語は「複合名詞」で表現されている。
4）　国広（1982）は「タテ・ヨコ」を「絶対用法と相対用法と形態用法」に分けたが、こ
　こでいう「相対的認識」とは、「話し手の視点の位置と関係なく、重力方向に水平か垂
　直かであることが、終始点を意識していない表現である」という意味で使用している。
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